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審 査 結 果 の 要 旨 
 

１.論文の評価 
 実践共同体への参加が若者のキャリア開発にもたらす効果メカニズムを、組織論、認知心理学の知見、

社会心理学における「社会的相互作用」の理論で構築したモデルであり、それまで無かった統合的メカ

ニズムモデルである点が評価できる。デンマークにおける事例研究からモデルを作成し、日本における

期間や方法、対面やリモートなど多様な変数を導入することで検証して理論の一般化に挑戦している。 
また、本研究における実践共同体の事例では、たとえ短期間のオンラインによる実践共同体であっても、

対面かつ長期間の実践共同体への参加と同様に高いキャリア開発への効果がある可能性が示唆され、

「社会的スキルの獲得」については、複数の実践共同体への参加を通じて熟達者や他のメンバーとの相

互作用を積み重ねることで着実に向上していくことなども確認された。 
この様な実践共同体の若者のキャリア開発に関わるモデルを構築することで、長期間や短期間のイン

ターンシップ、対面やリモートの形態など様々な変数の違いで、実践共同体の効果を考えたシステム設

計や運営が可能となる。 
 

 
２.審査の経過と結果 
（１）令和５年１月 11 日 ５名の審査委員のもと協議され、博士後期課程委員会で学位論文の受理

を決定した。 
（２）令和５年２月 14 日 公開論文審査発表会及び最終試験を実施した。 
（３）令和５年３月３日 博士後期課程委員会で学位授与を可とし、教育研究審議会で承認された。 


